
1 

 

 

 

市区町村名 宮城県宮城郡利府町 

担当部署 上下水道部上下水道課 

電話番号 022-767-2126 

所属メール keiei@rifu-cho.com 

 

１ 取組事例名 

全国初！水の官民連携レベル 3.5による上下水道事業包括的民間委託 

 

２ 取組期間 

令和７年４月１日～令和１７年３月３１日 

 

３ 取組概要 

料金収入減少，施設老朽化に伴う維持管理・更新投資の増大，技術職員確保の困難さという構造的課題を解

決するため、令和７年４月１日より「ウォーターPPP」の一手法として位置付けられた「管理・更新一体マ

ネジメント方式」（レベル 3.5）の更新支援型による上下水道事業の包括的民間委託を開始しました。 

契約期間：令和 7年 4月 1日から令和 17年 3月 31日 

契約額：31.2億円（税抜） 

 

４ 背景・目的 
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５ 取組の具体的内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 特徴（独自性・新規性・工夫した点） 

独自性：水道事業と下水道事業を一体的に包括的民間委託の対象としたことです。 

利府町は両事業を一体とすることで、事業規模を拡大し、より多くの民間企業が参入しやすい案件としまし

た。水道と下水道の連携による効率的な施設管理やサービス提供も期待されます。 

 

新規性：従来の一般的な包括的民間委託（主に維持管理が中心）とは違い、国土交通省が推進する「ウォー

ターPPP［レベル 3.5］方式（更新支援型）」を全国で初めて導入・実践したこと。 
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７ 取組の効果・費用 

 

 

８ 取組を進めていく中での課題・問題点（苦労した点） 

今回の「ウォーターPPP［レベル 3.5］方式」は、全国的にも先進的な取り組みであるため、参考にできる具

体的な先行事例が乏しいという課題がありました。 

そのため、事業内容やスキームの構築にあたっては、関係機関との綿密な協議や部内での協議を幾度となく

重ね、熟慮を尽くした上で、導入に至りました。これにより、利府町独自の、そして全国のモデルとなるよ

うな事業体制を確立することができました。 

さらに水道事業という重要なインフラに関わる本事業は、民営化との誤解が内部・外部から当初生じまし

た。これに対し利府町が事業の責任を負う点や運営権は利府町にあるということなど、包括的民間委託と民

営化の違いについて丁寧に説明を重ね、ご理解をいただくことができました。 
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９ 今後の予定・構想 

フェーズごとに具体化された官民連携の目標を踏まえて、我々はまず推進計画を立案しました。特に、フェ

ーズ１の目標である「見える化」「継承」を確実かつ効率的に行い、蓄積された知識・技術を官民が共有・

活用できるよう徹底的な DX 化に取り組みました。今後は、構築したナレッジデータベースの高度化に向け

て、AI導入にも取り組んでいきたいと思います。 

 

１０ 他団体へのアドバイス 

WPPP 導入を検討したかどうかが、令和９年度以降の国庫補助金の交付要件化となることが確定しています

が、本来の目的である『持続可能な上下水道インフラを将来にわたって維持するための必要な手段であるこ

と』の認識が最も重要になります。 

切り口１つで多種多様な自治体のカラーに合致する WPPPが実現できると確信しております。 

地域の担い手と官民が一体となり、このパートナーシップ（WPPP）を基盤として、ゆたかで安心・安全で持

続可能なまちの未来を形作るために、われわれ利府町も他自治体の方々に少しでも参考となるようなモデ

ル体制の構築を推進してまいります。 

 

１１ 取組について記載したホームページ 

利府町上下水道事業の包括的民間委託について 

https://www.town.rifu.miyagi.jp/gyosei/soshikikarasagasu/jougesuidou/keiei/6486.html 

 


